
取り組み状況
（自分事化）

大竹市発表資料

ぼうさいこくたい２０２５
SO-０５ セッションオンライン
広島の防災教育の可能性を考える

大竹市危機管理課
堀江 要造
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障害者団体
（まち歩き） 主な取り組み

自主防災組織
（広島マイタイムライン）

自主防災組織
（安否確認訓練）

自主防災組織
（ＤＩＧ）

防災リーダー
（救命講習）

中学生 防災体験
   湯煎による炊飯

小学校 出前講座

小学校 出前講座

自主防災組織
・防災セミナー
・避難の呼びかけ体制

研修・訓練
防災リーダー育成研修
障害者団体 出前講座
福祉団体  出前講座
福祉事業所 出前講座
中学校 出前講座
小学校 出前講座

・・・・などなど
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教育上留意している事項
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広島県の特徴 土砂・洪水

出典:ひろしまマイ・タイムライン

大竹市被害

大竹市
７０年以上
大規模災害
の経験なし

広島県
土砂・洪水
頻繁に発生

思い込み
「今回も大丈夫だ」

正常性バイアス

防災上の弱点

８０年間（広島県）

令和７年８月４日 更新
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基礎研修における強調事項

市民の意識（現状）
風水害＜地震・津波

取り組み上の工夫
風水害＝地震・津波
自主性を重視
⇒活動の持続化

特に平野部で顕著

両者を対等化
包括的に実施

・昔ながらの感覚：高齢者に根強い

・基礎研修で必ず読み聞かせる

・「自分の命は自分で守る」

の理解に重点

風水害重視では
市民の意識が失速しかねない

研修資料
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〇 既存のコンテンツ活用

〇 市内の実例を使った説明

〇 地区ごとのリスクの分析・説明

〇 備蓄：具体的な目標の提示

〇 市ホームページでの公開

自分事化のための工夫
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〇 既存のコンテンツ活用

県が作成・推進した優れたコンテンツ
・ひろしまマイタイムライン

・地域防災タイムライン

・YAHOO!防災

市民により分かりやすく伝えるため

市独自の補足資料を作成し研修で使用
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実例紹介

自分事化の
ための工夫



・市独自で作成した資料の例
（避難行動）
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①避難行動のあり方

②分散避難の考え方

③災害別の安全な場所
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①避難場所と避難所の違い ②施設一覧表内の記載箇所

・市独自で作成した資料の例
（避難場所と避難所の違い）



小学校の出前講座では
学校周辺の危険個所（例）を紹介
→平時から観察する重要性を強調

〇 市内の実例を使った説明（風水害）
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自分事化の
ための工夫



〇 市内の実例を使った説明（地震・津波）

意外と知られていない
市内を貫く活断層の細部を紹介

群衆雪崩
発生の恐れのある箇所を紹介
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自分事化の
ための工夫



〇 地区ごとのリスクの分析・説明

ある自主防災組織への説明例

洪水：同地区の河川のハザードマップは水防法に未適合
代わりに今昔マップを使用し、ルース台風で移動した河川位置を説明

12
自分事化の
ための工夫



〇 備蓄：具体的な目標の提示
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自分事化の
ための工夫



〇 市ホームページでの公開

公開先
大竹市HP
防災研修資料

基本編・地震津波編・備蓄編
に分割した総合版

研修会毎の資料
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ねらい
受講者の復習効果
市民への情報還元

迅速な更新・公開

自分事化の
ための工夫



〇 成 果
・ 活動の自然な広がりを実感

呼びかけ体制・・２年連続で前年比２倍増

出前講座・・・・・・口コミで要望が年々増加

〇 課 題

・ バランスの維持（風水害＝地震津波）

・ 市職員の負担軽減（効率的な準備）
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